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人生 9 0 年が当だり前の時代になりま したo しか し､ 9 0 歳 を超えて生活する自分の姿をどのようにイメ
ー ジ

できるで L , よ うか ? そのモ デルとなる人は誰で L / よ うか｡ 怒塊 の世代の多くの人は､ 身近 でそのようなモデル

に怒る人に接しだこ ともなく､ ぞ して､ まだ 3 0 年近く先の こ とで他人事だと思っ ていることで しょ うo

生老病死は生ける番万物の法則で すo 老いは必ず通る道ですか ら､ 人生 9 0 年を前提にL 'て ､ 認知症になる確

率を知り､ も しも自分が認知疲になっ だときのだめの備ぇに今の うちから番手 しません 机

長い老後をどう過 ごす か ･ -

､ ノ
ー ト に記入

備盈あれば憂いな しとも言われており諾すo このノ
- 卜が･誉の きっ かけになれるはずですo

< 講師プ(j フ ィ ー )L L > 石黒完畠氏 ( 側) 長寿社会開発セ ンタ
･

一 常務理事)

◇E3 時 :

◇会 場 :

(I) 江 昌 .

(
-

) 講 師
､

◇顔料代 :

◇対 象 :

◇登 健 :

◇申 込 :

団塊世代の末期に北海道に生まれる o 厚生労働省 4 0 年間勤務 の申で介護保

険制度創設に関わるo 2 0 0 8 年 7 月か ら現職o

｢ 認知疲の人と家族の会｣ の会員o 尊厳死協会会員o 認知痘キャ ラバ ンメイ

トo 認知疲の義母が 1 0 数年の在宅者々介護を経て今は胃痩
･ イ ン スリ ン注

射状態で入院* o 認知癒に関心を持だせてくれだ私にと っ て の生きた教科書

である凸 お金 のかか らない番後の過ごし方を療に つけるため ､ 日曜日の午前

中絵､ 近くa) 特務で単純業務を挙伝いながら暇つぶしの練習をしているo

老後の時閥の使い諮 ､ 住まい汚､ どのような人生の閉じ方をするの 飢
｢ 上

手に,L
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2 0 0 9 年
-

i
･

1 月
.

H j ( 日) 1 3 : 3 0 へ ′1
_ 5 : 3 0 ( 1 3 : 0 0 - 受付)

仙台市シルバ -

ゼツ タ - ( 仙台市膏薬区) 6 階 第2 研修室

1 0 0 人 ( 申込み先着順)

石黒発奮氏 ( 財団法人長寿社会開発セ ンタ
ー 常務理事)
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- 般市民

｢健康生きがいづ< りネn)トワ
-

ワみやぎ｣ ｢( 社碍) 東北福祉会｣

下記 の申込審に記入 の うぇ ､ F A X にてお申込み< ださい o

rブロウラム】

1 3 :0 0 - 1 3 :2 5 受付

1 3:2 5 - 1 3:3 0 開会

1 3:3 0 - 1 5:3 0 老い支度済度

【お問い合わせ先ヨ ｢ 健康生きがいづ< りネ ットワ - クみ申ぎ｣
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